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①ブランドプロミス

岩手らしさの定義①：品種の多様性

岩手らしさの定義②：県民性としてのまじめさ

協同組合組織としての意識 プロミス①：最終消費者の視点を持ち、岩手産品の付加価値を高める

プロミス②：一過性で無い、岩手農業の継続的な発展への意志

プロミス③：コミット範囲の拡大（農畜産品から地域の未来へ）

ローカルマインドの表明（全国組織だが、地域の一員である）

貴会の重点的な活動の“くくり”として使用する事を想定。
つなげる活動：岩手農業の継承施策 ひろげる活動：消費者向け施策 根を張る活動：地域社会向け施策

厳しくも豊かな自然に育まれ、色とりどりな価値を生み出す岩手の農業。

それは、この地に生きる生産者のひたむきな想いに支えられています。

私たちは、生産者とともに、その想いを消費者の食卓へとひろげ、

岩手の農業を継承し、価値を高め、未来へつなげます。

また、私たち自身も地域社会の一員として、強く根を張り、

岩手の未来をまえむきに支え続けます。

「つなげる」「ひろげる」「根を張る」

これが、私たち“ JA全農いわて”の約束です。
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５
月
号
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ミ
ス
制
定
ま
で
の
背
景
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
し
た
。
若
手
職
員
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
ブ
ラ
ン
ド
の
再
構
築
に
取
り
組
み
、「
本
会
の
目
指
す
べ

き
ゴ
ー
ル
」
や
「
純
情
産
地
い
わ
て
ら
し
さ
（
岩
手
ら
し
さ
・
全

農
ら
し
さ
）
」
を
見
つ
め
な
お
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
ブ
ラ
ン
ド

＝
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
約
束
」
で
あ
る
と
定
義
し
、「
生
産

者
」・「
消
費
者
」・「
地
域
社
会
」
に
対
し
て
、
理
想
に
向
け
て

努
力
し
続
け
る
こ
と
を
「
純
情
産
地
い
わ
て
」
の
ブ
ラ
ン
ド
の

証
と
約
束
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
理
想
像
を
広
く
周

知
し
て
愛
着
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
、
ま
た
本
会
の
職
員
が
業

務
を
す
る
う
え
で
の
指
針
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
一
つ
の
文
章

に
落
と
し
込
ん
だ
も
の
が
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ミ
ス
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
言
葉
に
は
、
次
の
よ
う
な
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ミ
ス
に
込
め
ら
れ
た
想
い

11
種
の
モ
チ
ー
フ
に
よ
る

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
制
作

こ
れ
ま
で
長
い
間
使
用
し
て
き
た

ロ
ゴ
マ
ー
ク
か
ら
大
き
く
ス
タ
イ
ル

を
変
更
し
、
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ミ
ス
を

視
覚
的
に
分
か
り
や
す
く
表
現
す

る
た
め
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
制
作
し
ま

し
た
。
新
し
い
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
は
、
次

の
よ
う
な
意
味
や
想
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

■
11
種
類
の
品
目

「
岩
手
県
ら
し
さ
」
を
表
現
す

る
た
め
、
岩
手
県
で
生
産
さ
れ
る

農
畜
産
物
の
う
ち
、
生
産
量
が
全

国
１０
位
以
内
に
入
る
品
目
を
ロ
ゴ

マ
ー
ク
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。

■
ま
え
む
き
に

ひ
た
む
き
に

厳
し
い
寒
さ
の
中
で
も
「
ま
え

む
き
」
に
暮
ら
す
生
活
の
知
恵

と
、
広
大
で
豊
か
な
自
然
を
守
り

共
存
す
る
「
ひ
た
む
き
」
な
思
い

に
よ
っ
て
岩
手
の
農
業
が
大
き
な

ひ
と
つ
の
力
と
な
り
、
さ
ら
に
は

岩
手
の
幸
せ
な
未
来
を
創
っ
て
い

く
と
い
う
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

■
北
欧
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン

岩
手
の
気
候
や
自
然
の
豊
か
さ

は
、
北
欧
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
北
欧
独
特
の
シ
ン
プ
ル
な

幾
何
学
模
様
で
農
産
物
を
表
現

し
、
色
合
い
も
柔
ら
か
な
イ
メ
ー

ジ
に
す
る
こ
と
で
親
し
み
や
す
さ

を
表
現
し
ま
し
た
。

我
々
は
、こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
親
し

ま
れ
、
長
く
愛
さ
れ
る
よ
う
使
い
続

け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

次
回
は
、
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ミ
ス
に

基
づ
く
活
動
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。

純情産地いわて ブランドプロミス

新ロゴマーク

旧ロゴマーク
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!

令
和
７
年
度
い
わ
て
純
情
野
菜

販
売
対
策
会
議

令
和
7
年
5
月
16
日（
金
）

県
産
野
菜
の
本
格
出

荷
を
前
に
、本
年
度
の
販

売
強
化
に
向
け
、事
業
推

進
方
針
や
販
売
対
策
を

関
係
団
体
間
で
協
議
・
確

認
し
ま
し
た
。本
会
の
ほ

か
、生
産
者
で
あ
る
岩
手

県
農
協
大
型
野
菜
経
営

者
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
、

県
内
各
Ｊ
Ａ
、県
担
当

者
、県
内
外
の
青
果
会
社

な
ど
約
60
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

気
候
変
動
に
伴
う
品
質
低
下
へ
の
対
策
を
行
う
こ
と
で
生

産
基
盤
の
維
持
・
拡
充
を
図
る
ほ
か
、「
オ
ー
ル
い
わ
て
」で
の
流

通
・
販
売
力
強
化
、Ｊ
Ａ
域
を
越
え
た
集
荷
体
制
の
確
立
を
事

業
推
進
の
基
本
方
針
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。今
年
度
の
販
売

目
標
は
１
５
０
億
円（
前
年
対
比
１
０
４
％
）と
定
め
、買
取

を
含
む
直
接
販
売
の
拡
充
で
販
売
先
確
保
と
生
産
者
収
益
の

安
定
を
図
る
ほ
か
、ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
制
限

で
生
じ
る
物
流
課
題
の
改
善
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

い
わ
て
純
情
米
消
費
月
間

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト令

和
7
年
4
月
29
日（
祝
・
火
）

岩
手
県
産
ブ
ラ
ン
ド
米

「
銀
河
の
し
ず
く
」「
金

色
の
風
」の
お
に
ぎ
り
を

配
布
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

盛
岡
駅
構
内
で
行
い
ま

し
た
。岩
手
県
や
本
会
で

構
成
す
る「
い
わ
て
の
お

米
ブ
ラ
ン
ド
化
生
産
販

売
戦
略
推
進
協
議
会
」

が
企
画
を
し
、「
い
わ
て

純
情
米
消
費
拡
大
月
間

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
」と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。配
布
用
に
用
意
し
た
お
に
ぎ
り
は
計

９
５
８
セ
ッ
ト
。「
い
わ
て
純
情
米
応
援
団
長
」を
務
め
る
天

津
・
木
村
卓
寛
さ
ん
、い
わ
て
純
情
む
す
め
、「
岩
手
ま
る
ご
と

お
も
て
な
し
隊
」の
マ
ジ
カ
ル
河
童
ち
ゃ
ん
ら
が
駅
利
用
者
に

お
に
ぎ
り
を
手
渡
し
、岩
手
県
産
米
の
美
味
し
さ
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

※「
銀
河
の
し
ず
く
の
日
」は
４（
し
）・
２（
ず
）・
９（
く
）、「
金
色

の
風
の
日
」は
５（
こ
ん
）・
２（
じ
）・
９（
き
）の
語
呂
合
わ
せ
で
、

１
ヵ
月
間
を「
い
わ
て
純
情
米
消
費
拡
大
月
間
」と
し
て
い
ま
す
。

全
農
杯
卓
球
大
会

岩
手
県
予
選

令
和
7
年
4
月
20
日（
日
）

花
巻
市
市
民
体
育
館

で「
全
農
杯
全
日
本
卓

球
選
手
権
大
会（
ホ
ー
プ

ス
・
カ
ブ
・バ
ン
ビ
の
部
）」

の
岩
手
県
予
選
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。県
内
各
地

か
ら
小
学
生
以
下
の
児

童
82
名
が
参
加
、全
国
大

会
出
場
を
目
指
し
て
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

岩
手
県
予
選
会
で
は
、

副
賞
と
し
て
、各
階
級

の
優
勝
選
手
に「
岩
手
県
産
豚
ロ
ー
ス
肉
味
付
け
３
種
セ
ッ

ト
」「
銀
河
の
し
ず
く
５
㎏
」、２
位
の
選
手
に「
黒
豚
真
二

郎
ロ
ー
ス
味
噌
漬
け
」、３
位
の
選
手
に「
銀
河
の
し
ず
く
５

㎏
」を
贈
呈
し
た
ほ
か
、参
加
賞
と
し
て
出
場
選
手
全
員
に

り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
と
山
葡
萄
グ
ミ
を
提
供
し
ま
し
た
。各
階

級
３
位
ま
で
の
入
賞
者
は
、７
月
25
日
か
ら
兵
庫
県
神
戸
市

で
開
か
れ
る
全
国
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

YouTube【JA全農いわて公式】Let’s Try!!いわて営農チャンネル
「『ＤＺ作戦』で水田畦畔雑草を長期間抑草！」

DZ作戦実証畦畔の定点観察（5/27 DZ散布、7/19 Z散布）

●各事業部プロミス活動 ●

「純情産地いわて」が目指す「理想像」その3つの柱。

「つなげる」

「ひろげる」

「根を張る」

いわての農業を継承し、
価値を高め、

未来へ繋げる。

生産者とともに、
その想いを

消費者の食卓へと
広げる。

地域社会の
一員として、

強く根を張る。

県産野菜の販売強化について協議しました

いわて純情米のおにぎりを配布する天津木村さん

全国大会出場を賭けて熱い戦いが繰り広げられました

「
Ｄ
Ｚ
作
戦
」で
水
田
畦
畔
雑
草
を
長
期
抑
草
！

「
Ｄ
Ｚ
作
戦
」で
水
田
畦
畔
雑
草
を
長
期
抑
草
！

今
回
は
、水
田
畦
畔
が
崩
れ
る
こ
と
な
く
雑
草

の
発
生
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
抑
制
す
る
防
除

方
法
と
し
て「
Ｄ
Ｚ
作
戦
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
Ｄ
Ｚ
作
戦
」と
は
、土
壌
処
理
除
草
剤
の
ダ
イ

ロ
ン
ゾ
ル（
＝
Ｄ
）と
、茎
葉
処
理
除
草
剤
の
ザ
ク

サ
液
剤（
＝
Ｚ
）を
混
用
す
る
こ
と
で
、今
生
え
て

い
る
雑
草
の
地
上
部
を
枯
ら
し
、さ
ら
に
こ
れ

か
ら
生
え
て
く
る
雑
草
を
お
さ
え
て
、長
期
間

に
わ
た
っ
て
雑
草
の
発
生
を
抑
制
す
る
防
除
方

法
で
す
。一
般
的
に
は
、除
草
剤
の
散
布
後
１
か

月
ほ
ど
で
再
度
除
草
作
業
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、Ｄ
Ｚ
作
戦
の
場
合
は
、散
布
後
２
か
月
程
度

雑
草
を
抑
制
で
き
る
た
め
、雑
草
防
除
の
省
力

が
期
待
で
き
ま
す
。

本
会
で
は
令
和
３
〜
６
年
に
か
け
、生
産
者・

Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
Ｄ
Ｚ
作
戦
の
現
地
実
証
を
お

こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。事
例
と
し
て
、夏
場
の
草

刈
り
作
業
が
重
労
働
で
あ
る
こ
と
が
課
題
だ
っ

た
一
関
市
の
モ
デ
ル
経
営
体
で
の
実
証
結
果
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｄ
Ｚ
作
戦
で
は
雑
草
と
土
壌
の
両
方
に
薬
液

を
散
布
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。実
証
で
は
5

／
27
に
Ｄ
Ｚ
混
合
液
を
散
布
し
ま
し
た
が
、事
前

（
5
／
14
）の
草
刈
り
に
よ
り
、散
布
当
日
の
雑

草
草
丈
は
20
㎝ 
と
な
り
、雑
草
に
散
布
し
つ
つ
土

壌
に
も
十
分
に
散
布
さ
れ
る
条
件
と
な
り
ま
し

た
。6
／
4（
Ｄ
Ｚ
8
日
後
）に
は
雑
草
の
黄
化
が

始
ま
り
、6
／
14（
Ｄ
Ｚ
18
日
後
）に
は
雑
草
が

枯
死
し
、7
／
8（
Ｄ
Ｚ
42
日
後
）観
察
ま
で
抑

草
効
果
を
確
認
で
き
ま
し
た
。7
／
19
に
は
ザ

ク
サ
液
剤（
Ｚ
）を
散
布
し
、8
／
15（
Ｄ
Ｚ
80
日

後
、Ｚ
追
加
26
日
後
）ま
で
草
刈
り
不
要
の
状
態

を
維
持
で
き
ま
し
た
。経
営
体
か
ら
は
Ｄ
Ｚ
作

戦
＋
Ｚ
散
布
に
よ
り
、６
〜
８
月
の
暑
い
時
期
の

草
刈
り
作
業
を
省
略
で
き
、収
穫
前
の
草
刈
り

作
業
も
草
丈
が
低
く
楽
だ
っ
た
と
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

岩
手
県
で
は
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
被
害
の
防
除
対

策
と
し
て
、出
穂
10
〜
15
日
前
の
畦
畔
の
草
刈
り

を
指
導
し
て
い
ま
す
。上
記
の
実
証
で
は
、8
／
15

ま
で
畦
畔
に
出
穂
し
て
い
る
イ
ネ
科
雑
草
は
な

く
、斑
点
米
カ
メ
ム
シ
対
策
に
も
つ
な
が
り
ま
し

た
。近
年
の
よ
う
な
猛
暑
下
の
草
刈
り
作
業
は
重

労
働
で
あ
り
、熱
中
症
や
農
作
業
事
故
の
危
険
が

伴
い
ま
す
。Ｄ
Ｚ
作
戦
で
畦
畔
雑
草
管
理
を
省
力

的
に
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。

営農支援部
営農技術課

佐々木 歩

↢↥⠪ߣ౒ߦᅗ㑵ࠆߔ
営農支援ㇱߩᵴേࠍリポート

TR

営農支援
リポート

6/4　DZ散布8日後

7/8　DZ散布42日後

6/14　DZ散布18日後

7/31　Z散布11日後

6/27　DZ散布31日後

8/15　Z散布26日後



１年間「純情産地いわて」のＰＲ活動をしてくれた５名は今月末で卒業を迎えます。
いわて純情むすめはこれからも純情産地いわてを応援します！
１年間「純情産地いわて」のＰＲ活動をしてくれた５名は今月末で卒業を迎えます。
いわて純情むすめはこれからも純情産地いわてを応援します！

いわて純情むすめ卒業いわて純情むすめ卒業

大 久 保  佳 奏
お おくぼ か な で

　１年間の活動を通して、岩
手県の農畜産物でたくさんの
人が繋がり、笑顔になってい
ることを強く感じました。県内
外での販売促進活動では、お
客様が温かく接してください
ました。生産者の方々も多く
のことを教えてくださいまし
た。この1年間の活動を通じ

て、岩手県の農畜産物、そして岩手県が大好きになりました。本当
にありがとうございました！

大 久 保  佳 奏

　１年間の活動を通して、岩
手県の農畜産物でたくさんの
人が繋がり、笑顔になってい
ることを強く感じました。県内
外での販売促進活動では、お
客様が温かく接してください
ました。生産者の方々も多く
のことを教えてくださいまし
た。この1年間の活動を通じ

て、岩手県の農畜産物、そして岩手県が大好きになりました。本当

　どんな時、どんな場所でも温かく
支えてくださった地域の皆さん、家
族や友人に感謝の気持ちでいっぱ
いです。活動では、商品それぞれの
特徴や良さが異なり、販売するのが
楽しかったです。回数を重ねるごと
に、自分のPRが上達することにやり

がいを感じました。また、JA祭りなどのイベントに以前は来場者と
して参加していましたが、出演者や出展者として活動することが
でき貴重な体験になりました。一生忘れられない思い出の宝にな
りました。心から感謝しています。本当にありがとうございました。

加 美 山  結 葉
か み や ま ゆ い は

桐 明  未 唯 沙
きりあ け み いし ゃ

　1年間の活動を通して、「岩手県は良
いところ」という思いから「大大大好き
な岩手県」へと変化しました！ 生産者
の方々との交流、販売促進活動でのお
客様との対話、農作業体験など、さまざ

まな活動を通して、感謝の気持ちでいっぱいになりました。 私た
ちが毎日のように頂いている農畜産物には、たくさんの人々の苦
労や喜び、多くの命が込められていることを改めて実感しました。
だからこそ、さらに「いただきます」「ごちそうさま」に心を込める
ようになりました。 たくさんの愛と優しさ、温かな恵みに包まれて
いる岩手県が大好きです。本当にありがとうございました！

加 美 山  結 葉

　1年間の活動を通して、「岩手県は良
いところ」という思いから「大大大好き
な岩手県」へと変化しました！ 生産者
の方々との交流、販売促進活動でのお
客様との対話、農作業体験など、さまざ

まな活動を通して、感謝の気持ちでいっぱいになりました。 私た

　「2024いわて純情むすめ」とし
て活動させていただき、一生の宝
物となる体験をすることができま
した。岩手県の農畜産物に込めら
れた生産者の方々の愛情や、消費
者の方々の優しさを感じ、より一
層岩手県が大好きになりました。
特にタイでの販売促進活動では、

日本人やタイのお客様、スーパーの方々など、多くの人との繋がり
を強く感じました。 全ての方に感謝の気持ちでいっぱいです。1年
間本当にありがとうございました。

　「2024いわて純情むすめ」とし
て活動させていただき、一生の宝
物となる体験をすることができま

れた生産者の方々の愛情や、消費
者の方々の優しさを感じ、より一
層岩手県が大好きになりました。
特にタイでの販売促進活動では、

新 井 田  彩 那
にい だ あ や な

瀧 澤  せ り な
たきざ わ

　私が一番印象に残ってい
る活動は、販売促進活動で
す。いわて純情むすめとして
の活動を始めたばかりの頃、
自分からお客様に声をかける
ことに不安がありましたが、
商品を手に取っていただいた
り、「美味しい」と言っていた

だけたときは大きな達成感がありました。この経験を通じて、さま
ざまな人と関わる楽しさを学ぶことができました。本当にありが
とうございました。

　私が一番印象に残ってい

商品を手に取っていただいた

新 井 田  彩 那

にありがとうございました！

いる岩手県が大好きです。本当にありがとうございました！ りました。心から感謝しています。本当にありがとうございました。

とうございました。 間本当にありがとうございました。
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生
産
指
導
課
で
は
、
繁
殖
面
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

１
.新
Ｅ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
受
精
卵
移
植

　
　

乳
牛
・
肉
牛
の
改
良
と
畜
産
酪
農
基
盤
の
維
持
拡
大
を
目
的
と
し

て
、ホ
ル
ス
Ｘ
受
精
卵
、和
牛
受
精
卵
の
移
植
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
は
乳
牛
に
対
し
て
安
価
な
Ｆ
１
受
精
卵
移
植
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、特
に
暑
熱
期
の
受
胎
促
進
を
目
指
し
ま
す
。

２
.乳
牛
借
り
腹
受
精
卵

  

移
植
事
業

　
　

不
受
胎
牛
を
中
心

と
し
た
乳
牛
を
受
精

卵
移
植
で
受
胎
さ
せ
、

飼
養
牛
更
新
率
を
下

げ
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。移
植

に
あ
た
っ
て
農
家
負
担

が
な
く
、生
ま
れ
た
産

子
を
Ｆ
１
価
格
で
早
期

に
引
き
取
る
こ
と
で
個

体
販
売
収
入
と
哺
乳

作
業
の
軽
減
が
図
ら
れ

ま
す
。不
受
胎
で
お
困

り
の
場
合
は
お
気
軽
に

生
産
指
導
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

乳牛からの出生頭数の推移
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⇐ 猛暑の影響で5�春分娩が減少
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乳牛からの出生頭数の推移
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乳牛からの出生頭数の推移

生産指導課調べ

生
産
指
導
課
の
取
り
組
み

酪
農
課
で
は
、県
内
の
生
乳
生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
大
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
次
の
よ
う
な
対
策
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

１
.空
胎
乳
牛
摘
発
効
率
化
事
業

乳
汁
に
よ
る
Ｐ
Ａ
Ｇ（
妊
娠
関
連
糖
蛋
白
）検
査
利
用
に
係
る
経
費
の

一
部
を
助
成
。

◉
助
成
単
価
：
１
検
体
当
た
り
４
０
０
円（
不
課
税
）

２
.遺
伝
的
牛
群
能
力
向
上
支
援
事
業

遺
伝
子
型
検
査（
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
）利
用
に
係
る
経
費
の
一
部
を
助
成
。

◉
助
成
単
価
：
１
検
体
当
た
り
５
，０
０
０
円（
不
課
税
）

３
.暑
熱
対
策
強
化
事
業

積
極
的
に
暑
熱
対
策
に
取
り
組
む
生
産
者
に
対
し
て
そ
の
経
費
の

一
部
を
助
成
。

◉
助
成
単
価
：
暑
熱
対
策
費
用
に
対
し
、
事
業
費
の
30
％
を
助
成
。

助
成
上
限
は
定
額
30
万
円
。

４
.ミ
ル
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
改
善
推
進
事
業

ミ
ル
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
む
農
家
に
対
し

助
成
。

◉
助
成
単
価
：
ミ
ル
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
改
善
及
び
更
新
に
対
し
、

20
％
助
成
。助
成
上
限
は
定
額
20
万
円
。

こ
の
他
に
も
各
種
生
産
基
盤
対
策
事
業
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、お
気

軽
に
お
近
く
の
農
協
ま
た
は
酪
農
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

多
く
の
ご
活
用
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

酪
農
課
の
取
り
組
み

各事業部における活動を紹介します。今回は酪農事業の生産支援メニューです。

各事業部の取り組み
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JA 全農いわてホームページ
JA 全農いわて 純情ブランド推進室

■営農と生活を支援し、元気な産地づくりに取り組みます。
■安全で新鮮な国産農畜産物を消費者にお届けします。
■地球の環境保全に積極的に取り組みます。

はじめまして！ 管理部純情ブランド推進室に配属になりました、嶋中と申します。
この春から盛岡に住み始めたのですが、先日、初めて石割桜を見て、あまりの迫力に感動しました！
まだまだ分からないことばかりですが、一生懸命頑張りますのでよろしくお願いいたします！　（嶋中）

タイトルのKlara（クラーラ）は、宮沢賢治の手帳にしるされている言葉で、エスペラント語で「晴」「暖かい」を意味します。
全農の未来がそして世の中の全てが、明るく晴れやかにという願いが込められています。

〒020-8605 盛岡市大通一丁目2番1号　TEL019-626-8629　FAX019-626-8634

https://www.junjo.jp
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